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iiiまえがき

まえがき

研究室に入った学生に最初にさせる実験は PCRである．特に，目的のタンパク質の遺伝
子を PCRで増幅し，発現ベクターに組み込み，大腸菌で発現系を作成するというメニュー
をよく使う．うまくいけば，目的のタンパク質の大量発現ができ，そのまま卒業論文のテー
マになり，卒業論文で構造解析まで終わってしまうこともある．私が学生だった 25 年前な
ら，間違いなく博士論文が書ける内容である．
しかし，全ての学生がそのような順風満帆で幸せな学生生活を送れるというわけではな
い．PCRで増幅しないことや，ベクターに組み込む段階で挫折することも多い．そのよう
な場合，我々は学生の実験への姿勢や技術に問題があると判断し，できるまで実験を繰り
返えさせることが多い．しかし，実は，プライマーや温度サイクルなどの実験条件などが
原因であることもあり，不幸な学生は不毛な実験を繰り返すことになる．

本書の執筆を依頼されたのは約 3年前のことである．いろいろな雑誌に書いていた記事
を読んだ講談社サイエンティフィクの編集者に依頼されたものであり，いつものように気
軽に引き受けた．しかし，改めて考えると自分自身が PCRの技術に詳しいわけではないと
いうことに気がつき，執筆をためらう日々が続いた．第 1章の「はじめに」にも書いてある
ように，PCRの原理は単純だが，しかし得てしてそういうものほど奥が深い．いろいろな
実験関係の本を読んで得た知識をまとめただけでは，奥の深い PCRの技術を伝えることが
できるわけがないのである．
そこで発想を転換し，私自身が PCRの奥深い技術を知り理解することを目的に，達人た
ちの智恵を借りることにした．今回お願いした共同執筆者は私の共同研究者であり，PCR
を含めたさまざまな実験技術を独自に開発している実験の達人たちである．彼らの持って
いるノウハウや技術ならPCRで悩んでいる初心者の学生からベテランの研究者まで満足の
いく内容になると考え，共同執筆をお願いした．その結果，本書のタイトルも『ラボマニュ
アルはじめての PCR実験』から『もっと知りたい！ PCR実験』に変わり，目次からもわかる
ように，私の担当は大幅に減ることになった．
PCRの実験書は多数あるが，私の期待通り，本書には他の実験書とは異なる独自な内容
や技術がふんだんに含まれている．ゆえに，初心者の学生だけでなく，ベテランの研究者
にも読み応えのある本になっている．本書で最も勉強したのは私であり，私の研究室の不
幸な学生の割合は確実に減ると確信している．
最後に，多忙の中，本書の執筆にご協力いただいた共同執筆者の皆様および私の担当章
で図を作成してくれた佐藤雄一さんと中川あゆみさんへの感謝の言葉で，まえがきを終わ
らせていただきます．

　2010 年 2 月

編者　養王田 正文　
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